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要旨   
ウェブアプリケーションで実現したアンケートシステムでは，入力画面の汎用化を図ること   
で，アンケート実施の管理者負担を軽減し，また，標準化した回答用紙の選択肢データの保管   
が可能となることでアンケート資源を再利用することができるようになる。また，調査におけ   
る入力作業の分散化と管理が可能になるという効率化も実現される。本稿では，ウェブアプリ   
ケーションによるアンケート総合管理システムにより効率的なアンケートを経済的に実施する   
ことについて述べる。  
キーワード：地域づくり，住民参加，アンケート，ウェブアプリケーション  




























































1．2 アンケート調査事例に基づくアン  
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管理。。er）  
● ユーザー管理  
● アンケート開設  
質問と選択肢作成、概要、期限等  
● アンケート運営  
作業依頼、回答状況管理  
作。椚  
● 作業依頼の確認  
● 振分られた回答用糸氏の入力・更新  
回答者。ent）  




































2．2 システム要件分析  
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WebServer層  DatabaseServer層  
図3－1：3層システムアーキテクチャーとVB．Netを利用したWebServerの動作  
3．システム概要  3．5やADO．Netの技術を利用した。まず，  
ウェブフォームの作成において，マスター  











ムクラスと第3層のデー タベースが完全に  
























VhbClient  InternetExploer7．0  
Browser  
FireFox3．01  
開発ツール   VisualDeveloper2008（ExpressEdition）   
WhdowsServer2008  
OS  
ⅥたbServer  （IIS7．0，．NetFrameWOrk3．5）  
開発ツール   Visual Studio2008 SP1 
OS   WindowsServer2008  
DatabaseServer  
DBMS   SqLSeⅣer2005   
表3－2：アンケートの質問と選択肢の分析結果  
状況   分析結果   
・簡潔な文章であり、複数行の場合がある  
質 問  ・質問文がある  ・分岐により回答を求めないものがある  







答  ・選択と記述を併用するものがある  
・選択肢数が増大するとき記述を併用する  

































一作業者特記  1  1．16  1  1．．60  
＋選択肢表示（）  
図3－2：回答用紙・質問と選択肢の関係を示すモデル  
図3－3：選択肢を標準化したユーザー コントロール  
［Labe11］  
［」abe12］  
「［chk払x］［     「［⊂hk鮎x］［    「［chkEbx］［     「［⊂hk鮎x］［    「［chkEbx］［  
「［⊂hkBox］［ l．      「［⊂hkBox］［ l．   
「［⊂hkBox］［lbl］  














3．2 開発環境   
実験にあたって，表3－1の開発環境を利  
用した。  
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を図り，回答用紙・質問と選択肢の関係  
を図3－2のようなモデルとして表現するこ  















オブジ ェクトを作成できるように，その  
クラスはテーブル，その属性は対応する  
データベース・テーブルのフィールドと  















・選択肢を選択したことを示すチェック   
ボックスを1個設置する  
・記述を入力するためのテキストボック   
スを1個設置する  
・テキストボックスへの入力補助として   
ラベルを1個設置する  














－Period Sta正  






3．4 クラスの設計   
lnformation  
1  1．．＊  
システムの利用者には，管理者，作業  
者（回答者を含む）があり，システムの  
役割には，管理者ではアンケート運営（新  図3－5：共通属性のクラス関連  





－Period Sta正  






Que＄tionFormat  EnquetelD  





















－Period Sta「t  































（1）アンケート共通属性クラス   
クラスEnqueteには，アンケートが持  
つ共通的な内容として，説明，実施期間，  
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図3－9－1：ユーザー コントロールによる入力用回答フォーム作成のようす  
SQL：Delete／lnse止  





















愛知大学情報メディアセンター  12  vol．19，N（）．1，2008   
【対3－10：画面遷移のようす  
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図3－13：アンケートの新規・更新画面  
図3－14－1：質問の新規・更新画面  















（b）アンケート管理者情報の管理   
管理者は，部署，氏名の付加情報の更  
新を行うことができる。  
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図3－14－2：選択肢の新規・更新画面  
図3－15：振分情報の更新画面  














3．5．4 質問・選択肢の管理   
アンケート開設に際し，質問と選択肢  
の設定は管理者が行い，設定には，2つの  




内容設定（回答フォー ムで表示する質問  
文と表示など）を行うこと，もう1つは，  
質問に対する選択肢追加と内容設定（回  


































ことができる。  3．5．7 作業者トップ   
作業者は，自身の情報設定，管理者か  
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ことができる（図3－19）。  参考文献  
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るウェブ宿泊予約システムの開発（1），   
データベースアプリケーションにおけ   
るオブジェクト指向モデリングと実   
装」，蒋湧，堀井聡，多賀康裕，愛知   
大学情報メディアセンター紀要COM，   
Vol．14No．2，2004．  
［2］「授業評価システムにおけるオブジェ   
クト指向の設計について」，蒋湧，湯   
川治敏，龍昌治，愛知大学情報メディ   
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2006．  
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